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刊行の 辭 

本 會は 去る 七月 二日、 阈 W 使節と して滯 搞六ヶ月、今事變の眞相單明と盟邦の政治經濟近狀を砘察 
して 鉍朝された、元商エ大臣、货族院議員，海軍造兵中將、エ爭博士伍堂琪雄閣ドの歡迎會を開催し 
た。木編は即ち其の際に於ける閣下の御講淇の筆記錄である。 

開 ドが 本會 の爲に 講演を 快くされ た 事茲に 三回。 其の 第一 回は 昨年 五月 十五 R 商工 大 e として、 第 
ニ间目は间じく昨年七月廿七01本會第九冋贸姑 $: 季大岑に講師として御^5 |: 得、今间が即ち第三 |^ 
目に 相當 する わけで あるが、 と 0わけ去る七月ニ日は打»く豪雨に關東ー帶が水禍の猛襲を受け京濟 
問の 交通が 危ま れてゐ た 際に も拘ら ず、 おして 御 來會を 辱ぅ し、 贵 東 なる 御 ^ 消を 賜っ たのみなら ず 
閣下が獨逸から抟《られた「世样の大敵』「疾走适路」『耕地扯服』等叫卷のトーキー映戒を觀.祭する 
事を得、其の拌益する處尠くなかった。 

本 # は閣 下の甫なる御好意 5: 感謝すると共に，本榻收むる處のヒトラィズムの成艰が現在我 |« の女 
治に 經濟に 、採って 持って 金' 考と すべき 貴 * なる 文献で あると 信じ 特に 刊行に 附 した 次第で ある • 

昭和 十三 年 八月 

雜橫濱貿易協鈐 
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提携上の注意 

第二次 四 ケ 年計畫 
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II 

I 、 序 

私の 獨 逸へ 參 o ました 目的は、 申す 迄 もな く 第一には 今回の 事變 に對 しまして、 獨逸政 府並に 5 EK の 執り 
ました 態度に 對 して、 日本 » 民の總意を代表して感謝の意を述べることにあつたのであります0それと同呤 
に 私の 杨く E 由な 立場から、 日 描 兩 S の 間に 適 當 なる經 濟協 力の 方法を 政府 竹 腦部 並に 鉍 間の 主な ろ 人々 と 
懇談を 致す ことにょ つて 見出したい、 斯樣孜 考 へを 以て 參つた のであります。 

なぜ經濟的に協カの必耍があるかと申しますと、日本と獨逸は双方共所謂持たざる |« であ*まして、 |5( 料 
を輪入して製品を輪出するのでありますから、之をこの儘放任して蹬きますると、將來世界の各地に於て鼓 
举の 立場に 埴かれ なければ ならない。 K って 今日 政治的に 結び付いて 居ります るが、 この 經濟 的の 關係 から 
鉍 めら れる 皮が ありは しない か、 斯様に 考 へました こと 、、又是から擴つて參りまする占據地域の經濟 :|: 作 
に 對 しまして、 親 # 關 係に ある mw が、 双方 共贫乏 であるけれ ども •有無相通じて 協力す る途が ありさぅな 
もの だ、 斯樣 & 理由から この 機 會 に 於て 經濟 協力の 適當な 手段を 見出したい ふ 思った からで あゎます。 rn 時 
に 現在 我 《に蛟も關係の深い統制經濟、是はそ (0- 形式に於てはょ、獨逸に似て居るのであ0ますから、彼の 
阈に於ける統制經濟の運⑴の實情を參考の爲に調べて見たい。 この 三っが 私の 渡 獨の主 なる 目的であった の 
であります， 

ニ、 滯獨 五ケ 月間の 出來蓽 

私の滯在期閗は約五ヶ月間であ0ましたが、この間に色々重大な事件が獨逸の內外に起0ました。3|内に 
於き ましては 御 承知の 通り 今春の 劈頭に 內政の 大 改革が 行 はれまして、 軍と 黨と が贲筲 的に 統一され、 乂 5 E 



汝の全部が黛人を以て逍き替へられたのであります。 ^ 際關係に於きましては昨年の暮に、現 * 英内の外務 
大臣であります る ハ” ファックス 卿が 渡獨 致しまして、 獨英 間の 親善 工作を 試みた ことは 御 承知の 通りで あ 
ります。それから次には伏太利が防共協定に參加した事、又^も内外に影響があ0ましたのは、ニ=^ニ十" 

に ヒット ラー が la # を 招集 致しまして、 内政 外交に 關 する 重大なる 演說を 致し まて、 極東 政策 對 H IFJC 策 

をはつ きりと 具 體的に 、率直に 言明 致しまして、 同時に 滿洲 W 承 ^ の寇 a を 明かに した ことであります。 そ 
れから 後に 塊 《 併合の 事が あった のは 御水 知の 通りであります。 

三、 匕 卜 ラー總 統の 對日感 

私は 著き 2すと間もなく*政府の竹腦部と#見 |: 致しました。 ヒット ラ ー 嫌 統を始 め 航空 大 m のゲー リン 
グ、時の阈防大臣のブ。ンべルグ、時の外務大 15 のノィラート，宂傅大臣のゲッべルス、又當昤紝濟大 ^ を 
辭峨 をして 間 もなかつ た 中央銀行 總裁の シャハト、 その外 その 當時駐 英獨逸 大使でありまして 今 H 外務 大 21 
であります る リッ ベント a **» プ、： ：疋等の人々に # 見を致しまして、私の目的に關係して瞞意なき盘坫の交換 
を 行つ たのであります。 之を 總 括して 申します ると、 何れも 我が 阈民の 好意に 對 しまして は、 衷心から 感謝 
の 意， ^表しました。又兩阈の經濟協カの問題につきましても、熱心に共嗚したのであります。 

その 中で も 敁 も强く 賛成を し、 又 私に 是非 基礎 工作 だけで もやって 貰 ひたいと 云 ふ 熱望の ありました のは 
ヒット ラ ー 嫌 統とゲ ー リング 及び リッ ベント a ップ であります。 ヒット ラ ー 總統は 私との 话の 中に 斯ぅ- ムふ 
事を 言っ たのであります。 『n 獨兩國 の 關係は 現在 政治的には しっかりと 結び付いて 居る が、 ^分の理恕は經 
济的關係を政沾的關係と併行させたいのである。併しながら經济的關係は政治的關係の如く、簡取に決行す 
る 事は 難 かしい。 種々 S W 内事 情から 兩阈 の爲に 蚊 も 都合の 好い 方法に 依っ て 提携を する 必要が ある。 その 
S 邦 ® 逸に 使して 三 



B 

手段を見出す事は君が來られたことに依 0 て非常に都合が好いと思ふ」0斯う云ふ話があ〇ました*それか〇 
ゲー リング も 話の 中に、 經濟的 協力の 成立に ついて 希望を 述べた ことは 總統と 同じであります が、 又斯っ 一 •ム 
ふこと も 言った のであります 。『蚊 近蔣介 石の 使 ひとして 支那の 某 中將 が來た が、 その 人に 對 して 自分は、 支 
那が赤 化される ことは 恐らく 蒋介石の 本 S ではなから う。 是は 今回の 事 ^ に 依って- しむを 枒ず W 共 合作を ， fj 
つて 居る ので あらう。 東洋の 赤化 防止は どうしても 日本と 手を 握らなければ 出來 ない ことで ある』 と。 とこ 
ろが その 中 將の云 ふには、 「炅阈の共產主義が今日の如くに發速したのは、寧ろ « 本が按けたからである。忖 
て 共產 軍に 武器を 供給した のは 日本で ある J 。 と 斯様な 事を 話して 居った •もとょり 自分は 一笑に 附し たけれ 
ども、 自分に 對 して さへ も 斯様な ことを 言 ふので あるから •他の «ではもつと思ひ切った穴怖をして居るだ 
らう。 と 云 ふこと でありました。 

四、 經濟 人の 對日感 

黼 って 民間の 空氣 1: 見ます るのに、 參 りました 當時に 於き ましては、 我 阈に對する好总にっいては阀ょり 
II らない のであります る けれども、 經济界 特に 贸坫業者の問には、次に中しまするやうな砰山に依つて、支 
那の 感情を 獨逸が この 上 害する ことは 按へた 方が 宜いと 云 ふやうな 考 へを 持って 居る 者が 少くな かった ので 
あります。 その 理由と 中し まする のは、 第一には 獨逸の 對支 貿祛が 近年 著しく 躍進し つ.- ある ことで あ b ま 
す。 獨支の K 易は 過 上に 於て は 大した ことがない のであります •輸出入を 合せて 級- * a が 約 三 億 マ ーク に滿た 
ない 程度で あ o ます。 併し 一九 三 六 年から 初めて 獨逸 _に取って出超に移ったのと*支那から輪入致します 
ものは 金額は 左程で もありません が、 獨 逸に 取って 最も 必要な もの ばかりであります* その 王座を 占めて 居 
りまするのは卵であります。今日獨逸で使用されて居ります安い卵は、殆ど全部支那から來て居るのであり 



ます。 その 次は 特殊の 銪石で あります。 その 舞 石の 中で も 軍需工業 上鷇 も必耍 な タングステン 摊石 即ち ゥ A 
フラムは、輪人の六割を支那に仰ぃで居るのであります。支那の南方の江沔朽並に [5( 电朽からであります* 
このゥルフラムの鑛石は支那中央政府の專資であねますから、政府が旋毛を曲げればその鑛石は獨逸へ怯人 
されないことになる*支那からの輸人が止0ますと忽ち軍說エ業に非常な影 9¥ を及ぼすのであ0ます*耍す 
るに ^ 支の « ^ 殊に獨逸に取*'まして ^ 利に進みっ、あった贸易に影释を及ぼすことがーっの押 ||| ' もっ 一 
っはこの事縫の «. 透しに對する疑惑であ0ます。 日本が勝っと云ふことにつぃては誰も疑って «* ないのであ 
0ますが、現代の戰爭は勝った阔が必ず榮ぇると云ふ譯ではありませんから、將来我阑の肘政等に広みまし 
て、經济協ゎに對して皤路する氣味があったのであります。是等の事情が綜合されまして、ヒットラー總統 
以下政府竹腦部の殆ど絕對的とも稱すべき好意に對して、 この方面から相當のプレーキが掛って居ったの -e 
あります。 

私は この間に 處 します るのに、 第一には 事 ^ の 見 透し に 對する 荇 人の 確信と、 將來 棰朿に 於て經 澥 上石 利 
なる 地位を 確保し やうと する のには* どうしても 日 木と 手を 握らなければ ならない と 云 ふやうな ^ 味を 以て 
各方面で液說をしたり或は想談を遂げた0したのであります。殊に贸姑の中心であ0ます6ハンブルグに於 
て 之に 努めた のであります。 ところが 其の後 找阈 2 ii 期戰 に對 する ^ 牿 が牢间 として 動かない こと。 乂占撺 
地域に 於け る 絆 ^ 工作が 迅速に 成功し つ、 ある こと* 1方¥事行動は著々として迆拌しつ、あること"义抅 
逸 W 内に 於き ましては 只 4 •しました やうに、 ヒット ラーの 英斷 に 依って 内政が 統一され、 殊に 對日 政策を 
はっきり 宫 明 致しました 等の 赉に依 って、 彼等 業者の 考へ も、 矢張り 此の 防 日本と 手を 執って 進むべき であ 
ると ーム ふやう になつ て來 たことは 明かであります" 臨って 私の 仕事 もやり 姑くな り、 經濟 協力の 浓礎 T ; 作 だ 
けは 相當に 成し 得た と 思 ふので あります。 

盟邦 « 逸に 使して 五 



六 

五、 外資 提携 上の 注意 

經济協カに關し葱談を遂げて居0ます閗に、將米綷濟的に協カをする場合、斯う-ムふことを：ぴ意して贳ひ 
たいと 云 ふ 半ば 苦情に 似た やうな 註文が 一、 ニ あつたので あります。 それは 我 W IC 於て 從來外 阐资 本と 姑び 
付いて 共 M 事業を した も 2 で、 外阈資 木 家 側に 有利に 箝い たもの が 殆どない と、 色 々贲例を积げて申して« 
りました •初めは 非常に 歡迎 する が、 特殊の 技術を 修得し 、 H 業 經 ?? の 方法に 惯 れて來 ると、 外 w fllll の 資本 
を除きたいやうな態度を兑せて來る。共同事業と：ぶふものはそれでは外 » 側に取つてうま味がないのだ。だ 
から 假りに 將來 北支 中支 等に 於て 日閟が 共 M して 事業を 興す やうな 場合が 来たなら ば、 同等の 使 利の 上に 立 
つ ことを 傾 則と して 莨は なければ ならぬ。 斯う 云 ふ 問 超が 一 つ。 もう 一つは 獨 逸と 日本が 結 付く 場合には、 
獨逸に は 金がないので あります から、 隨て 製造 袱であるとか機械のやうなものを抒本として持つて來ること 
に 常 然な るので あるが、 この 製造 樣に對 する， M 铯心が H 本の 事 索 家には 缺 けて 居る。 從來 新しい 考案、 新し 
いラィセンスが獨逸に現はれると、洩早<=本から交渉に來るが、交沙の途中に於て何時の叫にかその話が 
消えて しま ふ。 その莨惝を調べて蚝ると、ちやんとその事柔を日本で始めて尻る。さうして巧妙に特許懞の 
溢潘にならぬやうにエ夫をして知らぬ顏をして尻る* 又 新式の 機械が 現 はれる と iff ぐに 3:本は1、ニ事質つ 
て、 さう して それを n ツビ— して 大手を 振つ て 市場に 出して 居る。 斯様に ラィセン スに對する济-徳奴念が缺 
けて 居る ことは 洵に W る。 斯う-. <ふ やっな 苦情が あつたので あります。 御考考 の爲に 申して ! S きます • 

六、 現行 第二次 四ケ年 計畫 

今：：： 獨逸に 行は れて 居ります 叫 ケ年計 逬は、-正確に申しますると第ニ次の叫ケ年訃进であ0ます。|九11 



:ニ年ナチが政袱を執りまして以來、 一九 三 六 年に 至る 四 ヶ年間 に 行つ たのが 第一 次の 叫 ヶ年 M1- i!!: ' であ o ま 
す。 

一九 三 三年の 一月 ヒット ラ— が政樣 を 執りました 當時 の獨逸 W 内の 事情は、 ： 九 ニ 五 年 a ヵル/ 條約に 依 
つて 獨逸を して 佔務 を果 さしむ る爲 には 獨逸 の砟業を抖してやらなければならぬ。それが 0 には资令を货 ?1 
する必要があると-:ムふので、米_その他から資金を獨逸に輸人することが決定されたのであ0*す。之に依 
つて獨逸の布菜はー時榮ぇまして，毎年ニ十五值マークの倍務を釆して來たのであ0ます。然るにその後 !||1 
もなく！九ニ八年頃から世界的の不况が始10ました爲に、ニ九年以後この外资の輪人が社絕する « になつ 
たので あ o ます。 そ 2凉 因に 闪0まして政變が相次いで起0、遂に一九三三年にヒットラーが起つやぅにな 
つたので あ o ますから、 先づ解 決を しなければ ならない 問題は 资余 難で あ*' ます。 それから失 -^ 難、農4 «( 
思想 難. W 防 雌 等で ありました。 この 中で 焦眉の 念と 致しまして 失 * 難を 解決し なければ な b ません ので、 
之を 救 ふのに 生 茂 力の 擴充を 行 ひ、 稀々 の 公共事業を 促進せ しめたので あります。. 又 農村 救 濟と 致しまして 
は耕地撊大の必要があるのでありまするから、後で中上げまする勞_奉仕團の手に依つて、阕内 </> 荒 4«- ー地を 
開墾させ、思想對策と致しましては、勒努戰線の組織にょつて勞資摩擦のー褅を阗りました。 この紉織につ 
きましても 後で 中 上げたい と 思 ひます。 又靑少年の思想敎竹には、ヒットラー少年阅、努働本什闱の制庞を 
採用致しました。诉軍備に對しては條約を破棄し、阈わ脚盟を脫退致しまして、獨逸に必要とすろ適汊の ¥ 
備を 充實 致した のであります。 

財政 經濟の 役 興は最も重耍な問題でありまするから，當時内外に殽も ^ 望高く、 *?. 济界の最高愫威名であ 
りました 中央銀行 總裁の シャハトを 起用して 經舴大 P- としたので あります。 シャハトは彼の拘饮して恥りま 
した新經濟政策を*行致しまして、外资杜絕の爲に已むを得ず特殊手形を發行致しまする外、爲替 11 ; 押法、 
盟邦 和 逸に 使して 七 
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輸人統制、輸出振興、消费統制、生產統制、物愤皆理、資金統制等各種の統制を行ったのであります。 シャ 
ハトは 私が ニ 年 前に 參り ました 際に、 私に 對 して 斯う 云 ふこと を 言っ たので あゎます。 自分の 押 濟大 {?. とし 
ての 使命は、 原料の 自給を 阚るに あるの だ。 即 も 原料 E 給が 自分の 政策の ® 點で ある。 又 原料を 輪 人す るの 
には軍9エ業上必要なものに對しては無制限に之を認める。又輸出用物品の爲の职料も制限を設けない。制 
限を する のは 阚 民生 活上堪 へ 得る もの、 それがなくても どうか 斯う かやって 行ける ものは 梢 度に 制限す る 方 
針で、今年(一九三五年)以後は絕對に入超を許さないと：ムふ事であゎました。其後の贾紿は光して氏の言 
明 通り、 一九 三 四 年は ニ 億 八 千 四百 萬 マ ー クの 入超で ありました が、 三 五 年は 一® 一千 离マ ークの 出超と な 
り、 三 六 年は 更に 增進 致しまして 五 億 五 千 萬 マ ークの 出超に なって 居ります。 

この 第一 次の 四 ヶ年計 来の 成繽が どうで あつたかと 申します る ことは、 私が 中 上げる よりも 二月の 二十 n 
にヒットラ一が議會に於て猓明を致しました内政の成较を述べて居ゎます中の、主なる數卞を申上げたらは 
つきり すると 思 ひます* 即ち 

一九 三 ニ 年 一九 三 七 年 (昨年) 

W 民 所得 四 五 ニ 街 マー タ 六 八 〇值 マ ーク 
でありまして W 民の 所得は 四 割 增 加した に拘ら ず 生活 指數は 僅か g ; 分し か增 して： ¢0 ません。 即ち 
生活 指數 三 〇 •六 一二 五 •一 
工業 生產高 三 七 八 億 マ ーク 七 五 〇億マ ーク 
小 黄の 赍上卨 ニ 一八 同 一二 101 : 

S 業 生產高 八 七 同 ニ ー〇同 
貿易 總額 九 一 ( 一 九 三 三)： 2 二 四 同 



S の 歲人 六 六 一四 〇 
失業者 數 六 五 〇 萬 人 (一九 三 三) 一: 七 萬 人 
とムふ狀態であ0ます。斯くして第；次の四ヶ年計衋は成功裡に了った (/) であ0ます。 

七、 第二次 四ヶ年 計盡の 全貌 

CI) 其の 長官 u 人を s て 

一九！ ニ 六 年の 九月に ヒット ラ ー は _ー ユール ンべ ルグ の黨 の大# に 於き $ して、 第二次 四 ヶ年計笊を羧表致 
しましてその长官としてゲーリングを起用致したのであります。 ゲー リングは 御 承知の 通りに ヒ トラー の 居 
ない 時には 何時も 副 總統 格を 以て、 代って 仕事を する 程の 力の あろ 人であります。 さぅ してゲ ー リングに 叫 
ヶ年計：の致施に關する限り、各竹を阀接指揮し得る樣能を與へたのであります。本來ならば轾濟大£1のシ 
ャハト が 一: ヶ年 計 ^ の夂官 を 兼れ るべき 苦で あるのに、 ゲ ーリングを起用致しましたのは、主なる押巾とし 
て ニっ あるので あります。 一っは シャハト 博士に 依つ て獨逸 財政の 某 礎が 一應 確立した ので、 第二次 四 ヶ年 
計 書： 實 行の 指 探 者と しては、 ヱキスパートょりも贯目のある人が宜しい-乂もぅ一っの理巾は’叫ヶ年計 *': 
の过行はどぅしても黨の政策に依つて、 2民ー致してやらねばたらないのであるから、この鉍敁指押吝とし 
ては葆の人が<且い。斯ぅ云ふやぅな考へ方からゲーリングが起用されたと思ふのであ0ます。 

(||)本年£畫の !1 ひ所 

四ヶ年計迸の诅ひどころは何處にあるかと中しますると、へ址箱职料の自給と.：ムふことが帟點であります。 
獨逸は 今日 食 待の 約 八 〇％、 原料の 約 五 0 %を自給して居ります。それを第：次四ヶ年計煑に於て众3!ハ{= 
給を|〇0 ^ とし原料の自給は一〇〇，％と云ふ譯には參〇ませんが、出來るだけ高率3勹給を行はんとする 
盟邦 1 g 逸に 使して 九 
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のであります。 

この自給計迸を樹てますのには先づ、全痄業を計龙產菜と非計满.濘業とに分けまして、計芄疖索に妬する 
もの、みにっいて統制を行ひ、色*異った自給率の計尤を樹てゝ居るのであります。併しながら計芄產 ?;- の 
みにカを遨しますと，非 |+ *產業が衰微する埯がありますので、その間の調節にっいても相當に考 )»: されて 
居るのであ0ます。計 -,!? -產菜にっきましても總てー〇〇， % とする譯ではあ0ません*戰時に於て必要た贫« 
原料は lo 〇 ^ 37 くは 之に 近い 高率の 自給を 狙って 居ります が •平時の 原料に っいては、 爲转の 流 爪す る こ 
とを 防ぐ 本来の 目的と 見合せ て 自給率が 秫々異るのであります*獨逸は外«に對して费らなければならない 
閾でありますから、 » : る爲には買ってやらなければならぬ。 |55 : って通商上の閱係から假令冇 !« に於て内給出 
來る もので も 輪 入す る やうた 考 へを 持つ て棋 るので あります* 現 ^: に 於き ましても、 獨逸の 緊張した 生活に 
對 して 全く 必要がない と 思 はれる やうな ものが、 引 枝き ^ 人せられ て 店り まする のは この 關係 から 來て 25 る 
と 思は れる のであります。 

Q D tt 資自 $ の * 行 

自給策の|3行方法と致しましては、第|には申す迄もなく5內資源の開發 3!: ー»振興することであ0ま 
す。 獨逸の やうな 面 55 の 小さな 然 かも 科 ^ の ^ も進んで居ろ阐では、敁平阑内に殘されて «- る ^ 源が無ささ 
うに 思は れる のであります る けれど も、 やはり探求をして居ります中に个まで知られなかっか资源が猙坫さ 
れ るので あります。 例へ ば 比較的 近年 發見 された 非常に 大きな 鐵 鑛床の如き、是は们林とハノーバーとの中 
間に ザルツ ギツタ ーと云 ふ 所が あゎます が、 その 地下に 竹 嫌では あるけれ ども 二十 億噸 以上の 錶 )4; を 發 认 し 
たのであります。 阈内油出に乏しいことも：：：本とょく似て拔&ます。それでも油出試掘の « に政府は必 ^ な 
る經费の半分を助成して居るのであ〇ます。贪糌政策に對しましては先程も申しました通0、知〇に饼地の 



擴大に 努めて 居ります。 

(■) ■ « » 用と 代用品 使用 

资源 開發の 次に考 へられて 居ります s は消费 S 約であります。 W 战ー紋 にこの 觀舍 鼓吹す る ことに 努 
めて 居る ことは 勿論であります るが、 その外 技術的には 色々 の浪 用品 — 人繊の琨紡、揮聆油にアルコール 
の：^ 坩杏が勵行されて居るこ -<»: は、我阈の禀情とょく似て «- るのであ0ます。その次の拽物 (/> 利用でありま 
す。是は阉めて撤底して上手に行はれて ^ 0ます。 « 物利 ^ と云ふことはその利 «] すること内身が雛かしい 
上に、 斑 物を 蒐 诮することが闲難であ0，不經濟であることが卉通であります* ナチになりましてから资物 
の « ^ に努めたのであ0まするけれども、 どぅも手數と ^ 用がか、つてその ?? 紐が ^ がらなかつたゾであ0 
ます。近頃は之を样めて机織的に致しまして、贫の指導に依つてヒットラー少年阒父は ^ 穷戰轵 |/) # ぃをし 
て之に當らしめて居りますので、非常に成紐を舉げて居ります。その次は代川品の硏究と應咁であります^ 
今日種々の代用品が «- 用化され、 こ の 方面に 於き ましては 世界 何れの « と雖も獨逸に及ぶものはないと .?? ひ 
ます。 人造 嫌 維、 人造 ゴム、 人造石油、 人造 樹脂 等、 獨逸は 人造 品 《と苜つても宜い位に人造品が » 速杵及 
されて ® るので あります* 

(五) 自轮 針畫の諸相 

ィ、 X _ 

自哈計 ,}?: に人つて居0ます /5> 料の品植はどぅ云ふもであるかと中しますると、第一は ^ 糂でありまして* 
1 ，今 中した 通りに 現在は 約 八 〇炻 の C 給であります るが、 四 ヶ年 11- 115 の 終ゎには 之を 一 〇 0 ' 0 >に する ^ へ 
を抟 つて 羿0ます。併し是は中々難かしいことであると思ひまするのは、勞倒奉仕阒が過上叫ヶ年 |»1 に荒地 
の開絕 * M 川 S 改修 等に 依つ て 行 ひました 新 耕作地は、 約 二十'^ 萬 町歩になる のであります が® 逸の 人" は 
盟邦 » 逸に 使して 一一 



ti 年ぎ 四十 五 萬人づ 、殖えて 行く ので あ b ますから、 この增加する人 11 に對しまして必要な耕作地 ||5| が考へ 
られ なければ ならない ので あ o ます。 さう 云 ふやう に 考 へて參 o まする と、 將來 W ヶ年 r.I] lc z : 4. E ^ w # f. , A 
の擴大 では 中々 ill 付かない ので あ o ま す。 

a 、 油 K 

X 業 肋 料に 付て 中し まする と、 先づ油 睹であ 0ます。油脂の主なる职料は大豆であろことは御承知の迪0 
て 現彤に 於き ましては 約 五 割は 3!給致して居るのであります。之につきましては出來るだけ代 «1 品の |«; 叫 
とム ふこと を硏究 して转 o ます。 一部成功して居0ますのは、從來大豆油脂に依 0 て造って ;,»:- ゎました；；；鹼 
を、 今日では 全部では あ 0ませんけれども，石炭液化の副布物として出來まずるパラフィンから合成桁肪を 
造りまして、それに依って.心敝を边ることが旣に ?[' 現して居0ます。尙、是は滿洲大旦に取って今日のとこ 
ろでは未だ恐ろしい鞔爭齐ではありませんが、現在その代用品として柬 ^ 弗利加或は印度等から落花生が入 
って 居ります。 又 ルー マ-一 ャか らも 大 S が 輸入され て 居ります。 ル， •マ, ーャの 大豆は 今日 俺 かに j 二 离 蝴 位で 
ありまして、 大して恐る》に足らないのでありますが、ルーマニャの土地は境增でありまして、卤常な朽呌 
を 用 ひなければ 大 S も 出来ない* その 特別の 肥料を 獨 逸から 輸入して、 それを 大豆に して獨 逸に 送つ て 居る 
やうな 關係で あ o ますから、 將來相 當に發 達する ものと 考 へられる ので あ o ます* 

ハ、液 || «料 

それから 液體 燃料であります。 是は 御存知の 通り 獨逸に 於て は 人 a 石油 事業が 敁も發 迕 して 焐 るので あり 
ます。 この 人造石油の 技術に っきましては 歐洲戰 爭以 後硏究 を 行 ひまして、 ヒット ラー時 代になる までに、 
旣に 工業化す る 程度に •なって 居た ので あ 0ま すが、 第 | 次の 叫 ヶ 年計來 に 於き ましては 之に 依って 出来る だ 
け澤山のガソリンを造ることに努カ致したのであ0ます。今3:行はれて居りまする石炭液化の方法は三つし 



かないので あります。 一つは 低溫乾 PS IC 依つ てター ルを 枏 へて、 それに 水素を 加へ て 液化す る 方法 •それ か 
ら石炭に直接水索を添加致しまして造るィ丨*ゲーの方法*又石炭から合成瓦斯を选ってこれから'心油を边 
る 合成 法* この！ 二っの 方法に 依って 出来るだけ 澤 山の ガソリンを 採る ことが 石油に 對 する 第一 次 四 ヶ年計 P III 
であ0ました。ガソ9ンをも含む輕油全體にっいて申しますと、一九ーー = ー年には軤油の需.要が百六レ茁噸で 
あつて、 《產が五十五 .«!; 噸、是は主として天然油から採ったのであります。ー九三六年には辦必がニ百八丨 
萬噸に 萌 え. «產も亦百六十萬噸に殖えて焐ります。 この 3產が航えたのは主として人边石油に [^ って1あ 
ります。 第二次の 四ヶ年 計 班に 於き ましては 揮 發油 (7) 所 亦を！ |ります外に、採菸油以外 (/> 油即ちディーゼル 
油、燃料油、潤滑油*瓦斯油*パラフィン等の增库も計 ^ されて居ります。阱し处等に依って叫ヶ年後に阳 
逸の 全 9 1. 要を 自給す ると 云 ふことは 到底 出來 ない のでありまして、 恐らくその時になって ^ 纸噸泣の軒油は 
之を輪人に俟たなければならないと考へられるのであります。 

二、 齦 

鉞にっきましては1九 -_: *|六年の跣绒の生產“は千五百蔺噸でありました。昨苹の只本2生 ^ .||: 1がニ 1 , 1 バ， 
六十离噸だと思ひます。それから鋼の生產尚が獨逸では干九百萬噸、日本は昨年は約五疔丑、六十羝咄であ 
つたと 承知して 居ります" この千五百蔥噸の銑鸫*千九百萬噸の鋼を边るに必迆れ钱_は、そ0大部分を松 
入に 仰いだ ので あ o ます。 W 鹿 鑛石は 僅かに 六 百离噸 で、 ニ 千萬噸 は 輸入 皺 W であり まづ 。此 邸全く我阔と 
同じであ0ますが、先程申上げました « にザルッギッターと：ムふ所の地下にニ十防剛に餘る竹 ^ の坪分が ,<*- 八 
見され ましたので、 この竹鑛を利用して一大製鐵所をザルッギッターに建設する 31- 迸を政府が樹てまして、 
これを民間製钱業者に相談しましたけれども、如何にも算盤に合はない2で誰も引受ける荠がない。—し ?- を 
得ず政府は之を阈營と致しましてゝその名前もゲーリング製鍅所とつけてヽ圬ド迚孜中であります^⑴來上 
盟邦 獨逸に 使して 一三 
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り ますれば、 銑绒叫 百萬噸 、鋼 六 百 萬 _ を生產 し、 千 ニ IT 噸の粮 薄 爐が卅 ニ 本 一ヶ所に 建つ と.. ムふ颭 くべき 
大規模のものであります-併しこの計 » -は塽太利の併合に依 0 て多少變更が加へられるだらぅと思ひます. 
御承知の通り襖太利は非常に良茛の鐵雜を生產することを以て知られて居るのであります。哚纽 111 に於ては 
その質の良いことに於て搞典と匹敵する位でありますから、塽太利の銪石を用ひることに依つてこのゲーリ 
ング製鐵所の事龙計 -« も多少變史が行はれるのではないかと思ふのであゎます。 

ホ、紡績原料 

それから 妨紐 原料で あ 〇 ますが •是は 最も 悲觀す べき 狀態 にある ので あ o ます 0 » 内の自铪は件かに-七* 
八 % でありまして、 八 三 ^ 程を 輪 人に 仰いで 居りまず。 一九 三 六 年の 原料 輪 入總 額の 一:分ハーは妨餃料に 
對して费されたのであ0まして、六值尻克に近い金となつて居ります。第ニ次四ヶ年計 -# .に於き1しては闪 
ょ01〇〇 '*5' の自給を行ふことは出米ないのであゎますが、棉花の五割、羊毛 (/» ニ割を人逍繊榭を以て |« 挽 
へる計 ^ を樹て、居ります。隨て人琺エ龙は非常な勢を以て發展しつ、ありまするが、 !«] 翊は我阚と |.>1 じく 
バルプ ||1 材であ0まして、若しも四ヶ年計果が完了する頃までに代用品が應用出來るやぅにならなければ， 
針 €- 樹'たけでは需耍の11至乃至ニー ^ しか自給することは出來ない。その爲めに針宽樹以外の澗 « 榭に « 
して 硏究が 行 はれ、 その 中の 掬 3 如きは 立浙に 成功して 實 用 に 供せられ て 居 o ます。 その外 色 の •例 
へば ^ 物の ^: 2 如き 殆ど H * 化すろ 程度に 進んで 居ります。 人造 羊毛に つきましては、 <? !- 利では 御 承知の 
通 0牛乳から造つて居0ます。まだエ業化程度ではありませんが、相當なものが川来て居〇ます。描逸では 
之を鲸の肉から拖へることに硏究室では成功致しまして、足からエ龙的啟驗を行ふ程度に進んで糾ります* 

r M m 

ゴムに 0 き1しては人造ゴムの完成に依つて、四ヶ年後には全く自給し得る期待 5: ^ つて坫るやぅ -^ あ0 




ます。 今 H の ゴムの 消费は 約 八 萬！ f であります。 之を ィ ー •ゲ ー 染料 # 社の 考案に 係る ブナと 稱する 人达ゴ 
ムに 依って 自給し やぅと 云 ふので あります。 このブナは現狀に於きましては生痄费が天然品の約ー .. 估泣にも 
なるのでありまするから、ー般に利用はされて居りません。唯軍 )« にのみ供されて居ります。.€かもその= |||| 
H は 天然 品に 比べて 色々 優秀な 點 がありまして、 耐油性 の 如き、 耐熱性の 如きは 天然 品ょりもずっと介丨い 
ので ありまず。 唯ィ ー •ゲー # 社に於て目下ニっの大きなエ場铲挂攻中であ0ます。足等のエ場が出米まし 
て多甘：生產を行ひ、又！面技術が向上致しますれば將來生產费の低ドは相當に行はれ行ること、考へますり 

ト、 輕 金11 

次は 輕 金盥で あ 0ます。之にっいて考ふべきものはァルミとマグネシャであ0ます。了ルミは -|«: 枞 ]|; ;.- 、の 
產額を以て獨逸は知られて居りまするが、何分にもその原料たるボーキサィトは輸人を&して扒るので »> 0 
ます。 目下このボーキサィトに代へるのに阀内の粘土を用ひることを硏究し、处もエ戈化する程度になって 
居ります。 マグネ シャに っきましては 塽太 利の 併合に 依って 全く 解決した ので あ 0ます。塽太利は 1||: 枓蛟大 
の良《マグネシャ纗石の產地であ0ます。從來獨逸は襖太利のみから_人して居ったハであ“ますが、,を 
併合したことに依ってこの問題は完全に解決したのであります。 

(六〕 生産* の獷充 

扨第ニ次四ヶ年計丧乃ち原料内給計苽を » 行するのには、唯政府のカ'たけではいけ /|: いのであ0ま|て、 
非常に 難 かしい 事業であります から、 その » 施の基礎條件と致しましては次に述べるやぅむものがあ“ま 
す。第ーには生產カの擴充と熟練エの吞成であ0ます。 * は柊めて皮肉たゼゎ方でありまして.第ー次叫ヶ 
年計炎は失業救濟と云ふことが車架な問題の一っであ0ましたのが、是が解決して却って職 :1'. が个足になっ 
て來た 。第二次 計采に 於け る 生産力の 擴充を 行 ふのに 熟練 職工の 不足を 来した。 であ り士するから现“は料 
盟邦 獨逸に 使して 一 五 



に 熟練 HQ 苍 成に 對 して、 政府は 民間 事業 會 社に 强 制して 居る のであります •熟練工 養成 S 方に つ i し 
ては 我 W と 多少 事情を 異にして 居ります から 申 上げません が、 唯老考 としたら 立し いかと 思 ふ點を 一：- •ん 
け 申 h げて 見たい と 思 ひます。 

ィ 、第 I の 基 鼸癱 件 

その 一つは^! ^エの養あは建前として各車業會社が自己の利益の爲めではなく阀の ^ に行つて ^ るヴてォ 
ると 云 ふ觀 念から 出妓 して 居る のであります から、 この 衣 成 所を 出た 名は その 事龙會 社に 分つ て 勤務す る疾 
務が 全くない と 云 ふこと であります * 5 つは 徒ぬ の i にエ— 弟と 商窗 弟と ニつ あ" まする が、— 
徒弟と 雖も將 來その 任務を 全ぅする には、 エ業の«舫を體驗して行かなければならないと云ふ意味から、商 
業徒弟としての期 1»1 中にエ業徒 ^ の行ふやぅな贲沢 |: 六ヶ月間、敁日ー定時間づ、行 |1 せることに ^ つてり 
る ことであります U 隻 は 徒弟 敎 W とは 別の 1 であり まする けれども、 i の W 年男 女は、# 校を 卒尤し 
て 給料 生活に 人る 前には、 必ず 或る 期間の 蓉敎 育を 受けなければ ならない ことにな つて® ります。 竹 冲敎 
竹を 了つ た 者は 一: ヶ年 S 、 中等 敎竹を 了つ た S ニヶ 年間、 麻 門 平 校 以上の® 敎 竹を 了つ た# はーヶ '”⑴ 
自分が 進まぅ とす K > ss 對 して 赛敎？ 受けなければ 給料を 取 t とが 出来ない。 ヲ ィ - i 法扑 力々'^ 
して居 0 ます*如何に奴 « と云ふことに茁き |: 32 いて居るか \: 窺はれるのであります。即ち基礎條デとして 

の 第一は、 熟練 H の莽 成であります。 

0、第ニの基_條 # 

第ニの基礎條件は^" *| 遂的精_が產業椒に確 ^ し -€. ^ 石 2: とであ0ます*是はニ年前に參0ました畤と 
今回と を 比較して 見ます ると' 著しく その K . が 目立つ のであります* 一一 年 前に 參 りました 時には 私 ヴ秘く 
K しくして , ます 產 fs に、 秋制繫 について 相當 不平— して 居つ— もあります るが、 今® 行き 



まして 同じ 人の 話が 全く ^ 0 て 来て 居ります* これは統制經濟が非常に一:汾に行はれて居るからでありまし 
て、 產業界 全體 主義 的の 精神が 徹底して 來た からであります* 

ハ、第三の基礎條件 

第三の 基礎 條件は 别迕間 2 摩擦が 美事に 1 祕されたこ—とであります* 先程 も ー寸觸 れ ました やっに、 ヒツ 
トラ ー政插 となりまして 疽ちに 努呦 者の 總ての 組合と、 之に 對抗 して # 在して 居つ た 嫌ての 一 ® h 侧 の 糾八 "を 
解消した のでありまして、 之に 代る に 勤 穷戰線 の單 一機 關 を 以てした のであります* 

アルバイト フ 11 ント、之を |1 して勞働戰線と云ふ人もあ 0 まするけれども、 1 [¥ 質に於きましては岑ろ ^ 穷 
戰線と 申した 方が 宜ぃ のであります 。苟 しく も ^ 業界に 給料 生活を して 居る 者は 如何なる 陪級 ，如何なる 身分 
の人でも、每月一定の命费を納めてこの勤努戰線の# 0 :;となつて居るのであります。 ^ 低は=^四十べニヒ、 
蚊 高で も 十二 マ ーク。 #员の數が澳阈併合前に於て人 11 の約三分の一、ニ千四 (7 萬人位あるのであ 0 まして 
約四億マークの財源が出來るのでありずす。是だけの財源を持つて居れぱ、摩擦解消の爲の相當の事尤が行 
ひ 得る のであります。 この 抑 勞戰線 ドイツ チェ、 アルバイト 、フロントを 略して D • A.F と fill ひます* 

= 、 1) *A*F «!> R 1X 

1> 又*&.の茁要な1つの機關として5^ 1) .卩(クラフト*ドルヒ*フロイデ、即ち * びを通してのカ)と云ふ 
のがあります。 各人が 働く のには 朗な心 で、 ^ しい 心で やる ことが 最も 能率を 高く する 鍵で ある* どんな 巧 
妙な 管理 法 等が 行 はれても、 M - 高の 能率の 鍵は 歡爲に 充ちた 心で 仕事に 就く、 朗な心 で 自分の 嗾務に 從事す 
ることにあると云ふ意味から出米て居るのがこの|^であります。尺.£:^1^ではどんな仕准をするかとムふ 
に、 從來有 喏階級苦は特樹階級でなければ味ひ得なかった趣味生活を、無產階級或は下騎階級の茗でも餘収 
を 利用して、 極く： ^微な贤用を以て味ひ得るやぅにする。是がこの機關の目的であ0まして、&年笆々の行 
盟邦 獨逸に使して 一七 



事が 行 はれて 居ります。 例へ ば 良い 芝居、 オペラ、 映 及 を 觀せ ると か、 スポーッ、<ィキング、啟7.文化 
敎 上等であります* 一年 一 一； 百 六十 五 H の是等 各種の 趣味 生活の ブ a グラムが 相當 HU から 準備され まして、 之 
を # ; 21に配つて自分の希望するところへ記入する<*さぅして樨つたものに依つて正確 & ブ2グラムを赶める 
のであります が、 勿瑜 會“ であ つても 有產唞 級の 人は 遠湛しますから、陆て ^ ^ は無痄喈級の ^ が多く妒つ 
て來る。不恐鑲な專は今日では¥ろ無#陪級の者の方が海外旅行が出來るのであ0ます。日本でもさぅであ 
ります が、 御 承知の 通り 爲替 管理の 結识 、金を ^ 外に 持 出す ことは 出來 ない • 7'.* 吏か又は特殊の ;|] 務を * び 
た各には政府の許可を得て外阈に行くことが出來ますが、转通は十マーク以上は找出すことが出來ぬので， 
^ では一啶の食事にも足〇ない程であります。然るにこの{*:* 1> 旮の # ;;:;はさぅ云ふやぅな目的であ01す 
から、 ^ 働 者 3 休 H 時を 利用して、 阀體 として 海外に 旅行す る 事が 出來 ます。 明後年は 朿 *• の オリン ビック 
に！离ニ千人の獨逸人が大取して來ると云ふ事が知られて居0まするが、 -^ は全く：46*卩の機關に依つて 
1) * A . F の 會 以が0<. 1' 所冇2新造船四隻を仕立て、來ることになつて居るのであ0ます。，^ても塽ム 
利 併合 問題で 阈民授 5 ¥が行はれました。是は國内ばかりでなく.阔外に住んで焐ります描逸人にも出来るだ 
け 投：费 を させた のであります。 それが 爲に f ^ A _ p の 船 一隻を 仕立て x 、 # ti を 旅行させる E 的が 一つと、 
又英阑 に 住んで 居ります 獨 逸人に 海洋に 於て投 槊 させる 目的が | つで ありました •さぅ して その 爲にサ ザ ン 
ブトンまで行きまして、その海上に於て在英獨逸人が投.以をしたのであ0ます*处は極めて巧妙な -,,-- 傅の仕 
方で あ b まして、 長く 外 阈に住んで居る獨逸人には自阈の大衆の生活狀態がょ<分らない。然るに打奶の ^ 
め給に行つて兑ると、無阼陪较の ^ が « に樂しさぅに旅行な <!: して居ると云ふことが分0ますので、 ^ « は 
今日 非常に 改 # しつ、 ある ことを 知つ たのであります" 

ホ、獨9«衆の生活狀醮 



獨逸民衆の生活狀態は非常に窮屈だらぅとと云ふことをょ<聞かれます。私はそれに對して決してさぅで 
はない と 答へ るので あります 。同ょり 卵 や パ ターが 切符 制度で 行 はれて 居る ことは あ U ますが、 卵 •バタ ー 
は 相 笛 ^ 輸人 致します から •之を 制限す る 意味で 行 はれて 居る のでありまして、 その他の 贪说に っいては m 
って居るょぅなことはあ0ません。 ニ年前とは非常な逮ひであります。私は亞米利加，英 -|.- || 利、獨逸。芡 
働 ^ の生活狀態を斯樣に比べて見て居0ます。それは牧入に於て鉍も浸れて « るのは勿淪亞米利加の勞的 «- 
であります^之妃製拽業に從事して居ります琺エについて中しますると’也米利加の製饯敉-丨-は今平：-:::の 
癸 W 統計に 依って 見ます と，. +均ー時間當0米貨で八十一仙八になって坫*ます。英+ || 利の：！种 1/) 硪には- 
週間 一ニ磅位と承知して ;,';- 0ます。隨て四十八時間で = 磅を割りますと時給は米货の .= 九仙に常るのでありま 
す*獨逸の職エは一時間一マーク取つて居ります。之を米貨に [6: しますとニ十五仙に常*ます。=疋から ^ ま 
すと 獨逸の 職： 丄 が！ * 收 入が 少ない ことになるので あります が、 生活の 狀態に ついて 中し まする と、亞 米 利 
如の 職 X は 家庭的には 餘り a ( まれて 居ない と 私は 思 ふので あります。 亞米利 加 人は 今 HK v / $ ^ でも 明 H 大较 
領に なる かも 知れない と 云 ふ 抱 n を 持つ て 居ります。 又生活が^って«0ます。職：丄でも大部分は仃勅琳を 
持たなければならぬ。先速ても桑港でハーディング記念公阐に行つて見ました時に、數十焱の自勅蝌が识ま 
つて 尻り ましたから、 何 か 识會があるのかと筇ねて兒ますと、是は公阐の土エに来て «- る -|: 方の自動坩だと 
云 ふこと であ 0ました。その他良いレストラントへ人るとか、良い着物を珩るとか、牧入の大部分が惘人の 
生活の爲に使はれますから、家庭生活をする片が比較的少く、乂離峤の數も一肝多いのであ0ます*英阔の 
職エについて中しますと、英《人は满も彼も政治を知つて坍なければならない。7衍境のた内依さんでも、 
评 草 3 i の 娘さんで も" 自山 % であるとか保守联であるとか言つて25るのでありますから、阐 « が全部政治を 
知つて居なければならない。又公働組合の设も # 達した阈であ0ますから、 5? 例芥は誰もどれかの糾介に人 
»邦 « 逸に使して 一九 



つて 居リ ります。 即ち 穷働 者は クラブ 生活と 云 ふこと に 餘联を m す ことが 多い のであります。 クラブへ 川 入 
りすれば勢ひ洒を飮み、收人の相當部分がそれに取られる結讲、家庭に對して使ふ金が奶屈になつて來る， 
家の中は » に暗く、非銜生的であ0ます。然るに獨逸の職エはさぅではなぃ。ナチになつて鋟もヵを逮した 
のは、 勞 ^ 者の 住宅の 增築で ありました。 是は失 業對策 の 一つと してで も ありました が、 先づ無 # ;阱 級の 仆 
宅を迓ると云ふことにヵを汴ぎました。その結果今日エ类地帶に於きましては#數の勞働者が明るい銥肫な 
住宅に人つて居ります。私はエ業都市へ參る度にそれ等の住宅に 0 いて視察を致しま1たが、さぅー-ムふ 11 ぃ 
家 ^ に住むことにな0ますと、自然に內容を整へょぅとする心抟にな6ますから、その方へ牧人の大部分が 
费 される •餘收 の 利用は 先程 申しました K . D . F の 機關に 依って 家族と 共に 極めて 輕微で 出来る ので、々 ^ 
を 切る 必要がない。. 又 ^ 傲 組合は 一切な くな つたので あ b ますから、 さう いつた ものに 對する 交際の 令 も ■池 
らなぃ。防て收人は比較的少ぃのでぁりますけれども、生活上敁も班まれて居ると私は思ふのでぁります。 
要するに 四ケ 年計龙 »/> 莨 行の 基礎 條件 となります る穷 资 摩擦の 解消と 云 ふこと が 美事に 行 はれて，^ るの e あ 



へ、第 81 の基雄條件 

第 四の 兹礎條 件 tfM - B . 3 与^^か ^ 重され て 居る ことであります。 統制は 强く行 はれて 居“ まする けれど 
も、業各の自主性も多分に尊束されて居ることであ0ます。統制が强けれぱ自主怍は韓甫されないことにな 
るので あります が、 私の 中 上げる のは 贤妓 的に 自主性が 尊 ®: されて 居る と'. ムふこ とであります。 是に 就て は 
私自身の 意見を 申 上げる ょりも， 今日 統制 經 济 の 中心と なつて 居ります 四 ケ年 計 ^ 部の 次 ^ 、 即ち ゲー リン 
グの 直ぐ 下に 居ります ケル ナーと の 話の 一節を 中 上げた 方が お分り ^ からぅ と 思 ひます。 ケル ナ—は 斯ぅ-. ム 
ふことを言つて居りました0「統制は決して政府が一方的に決定をして、之を民間に强制するやぅな ||: 方をし 



て 居る のでは ない •各種の 統制は その 統制 法を 決定す るに 先だって 民間の 縦と 橫との 連絡 機關 (縦の 連 輅と 
申しますと各部門の地方並に中央の經浒團體でありまして、横の連絡と申しまするのは、地方並に中央の商 
エ會議 所であります) の 代表者と 十分に 懇談を 遂げて、 彼等が 十分に 諒解した 後に 決定す るので あるから、 
之を正確に實行するのだ」とて、色*實例を述べて居られました* 

又 ケル ナ ーの談 の 中に r 政府は 事業の 直營 をし ない ことを 原則として 居る の だ* 今日までに 直眘 事業と な 
つて居たものは、ァルコール鄭黄だけである*唯ーの例外は阑營製鐵所である。是は民間に於てどぅしても 
引受けない ので、 已 むを 得ず 直營 としたの だ 0」と言って居0ました*即ち 1« ^ に於ては自主性を多分に尊 ® 
して 居る と 云 ふこと であります • 

ト、第五の基譜 « » 

第ニ計戒》行上の第五の策大な基礎條件は^^の¥^る勘員>あります*獨逸は世界エ業のパィォ_ー 
ャを以 て 任じて 居ります。 昔から 獨逸 Q 硏 究機關 は 世界に 定 評 が あ o まして、 W 勢が どんなに 衰 へて « る 時 
でも 硏 究機關 丈は 不斷 5發 展を 逐げ て來 ました •私は 行く 度に これを 認めて 來た ので あ o ます •政府の 硏究 
所は 勿論、 各 大爭 の硏究 禊關 、各 事業 # 社の 研究 機關 、何れも 絕ぇず 禳 大 されっ V あ b ます。 車 尤會社 の硏 
究 機 ^ の 中で 敁も 大きい のは ィー •ゲー 染料 會社 の硏究 所で あ 0 ますが、 兹には 干 四 W 人の 博士、 年 士を硏 
究の みに 沒頭 させて 居ります。 硏究 設備の 完備して 居る 事は 中す まで もない ことでありまして、 ィー •ゲー 
會社 の硏究 所で 一年に 使 ひます 經费 は、 五 千 萬 マーク に 上る さぅ であります* 非常なる 多額の 經费を 使 ふや 
ぅであります るが、 化舉 工業に 於て 今日 新發 明は 大抵 ィー •ゲ ー會 社の もので あ りまず。人造石油、人这縑 
維、 人造 ゴム、 人造 樹脂な ど 凡そ 人造と 名の 附 くものは 大抵 ィ ー •ゲ 1# 社の 發明 考案で あ o ます* 千に 一 
つの 新發 明が 成功し ましても、 年に 五 千 萬 や 六 千 萬の 金は 決して 無駄には ならない ので あゎます。 而も それ 
» 邦獨 逸に 使して 一二 




が國家 Q 爲に 非常な 貢献と？ のであります。 りィ i ゲ •のみ f ず、 或は シ- メン の 研究所 s 如き、 
クルツ ブの硏 究 所の 如き、 又 テ レ フン ケンの 硏究 M の 如き どの 硏究 所で も 驚 咦を しないでは 届ら れない ので 
ありまして、 洵に袭 ましい と 思つ たのであります 0 

斯様な 基礎 條件 - B 備 つて 居る のであります から 、 AJ Qg ケ年 計采 の實 施 も 恐らく 成功 梅に 終る のでは ない 
かと 思 ふので あります。 

八、 困 民 精鞾總 動員の 擊 

私は こケ年 前に 獨逸か ら婦 つて 各所で お 話を 申 上げた 時に、 ナチは將來財政上の原因から行諸0、崩 « す 
る時が來るであらぅと云ふ人も澤山あるが、 {*! 分はどぅしてもそれを信じることが出來ない*科通の » 濟 «< 
則から 15 へば 非常な 無理が— から、 行 詰 115 考 へは 尤もで— けれども、 ヒ T ラ-にょつ 
て ！ ES 精神力が 嫌 §5 ら るれば、 如何 y 苦しい 霜で も乘 切る であらぅ と 云 含と を屮 上げた ので あり 
ます •ニ 年後の 今回 行つ て 見まして、 界 して 私が 信じました 通り、 もぅ ナチ スの 基礎と 云 ふ ものは 大 筘石に 
なつて居ります、その原2:についてニ、三申上げたいと思ひます。 

(I) ■ ft の M I 

5 には SCS 統一が 完全に 行 はれて 居る と 云 ふこと であり * す •是が 2 として 今年 S め 行 さ 1 
ました 軍 金と Q 統一と 從來黨 外 S 人 K 依つ て 占められて 居つ た 閣僚 全部 黨 f 以て 充當 した こ 
とであ0ます。又、敁も貫要な問題は、將來を背負つて立つべ#靑少年に對して、思想敎育が徹底してラ »1 
れて 居る こと 栗げ t と •か出来ます •靑 少年 S する 思§存 としては 少年 團 少女 敎 又轂も 有効 
なの— で 映？ 御 費に 入れます S 奉仕 團の 制度で あ り* す • 1®— 兼ねて この 畧 奉仕 S こと 



を簡 犁に申上げますると、その&的は完全なる自營の共同生活をすることに依って民族精神を作興し « 5;觀 
念七植付けること、勞慟 «/) 尊重すべきこと、獨逸の靑年は國家に對し總て一定期間勞働を奉仕するの義務が 
ある ことを 自覺 せし むる にあります。 一年を 二分し まして 六 ヶ月 毎に 交代す るので あゎます が、 男子は 强制 
で 現在 全國に 千 四百 以上の キャンプが あります。 一つの キャ ンプに は 平均 百 五十人 づ 、入つて居ります。こ 
のキャンブ生活をしてゐる間は家庭と全く絕綵致しまして、月に一回だけ家庭に鉍る事を許して居0ます〇 
總 ての 生活 條件は 如何なる 階級 3 者 も 全く 同一で あ o まして、 家庭から 一切 小 遣 や 物品を 送る ことが 出来な 
いので、 小 遣と しては 一日に 二十 五べ 二 ヒづ、 阐 から 給せられ るので あります •自 * 自炊の生活であり奎し 
て、 朝は 夏は 五 時、 冬は 六 時に 起きて 六 時間の 努 働に 従事し、 その他の 時間は 指導者から K ポーッ 社# 敎拷 
等 色々 の 指導を 受ける のであります* 是は 決して 敎へ るので なく 指導者が 国 員を 指導す るので あ o ます。 そ 
の指導者には又指導者養成所と云ふのがありまして、前以て敎育を施すのであります。女も同じであります 
が、 女は 强制で はない のであります •併し 是も强 制に する 目的を 以て、 現に キャンプを 增設 中であります • 
現在は 六 百の キャンプが あって、 1っのキャンブに三十五人乃至五十人の女子を收容して居ります。年齡は 
奥は 十八 歲から 二十 一歲 »c 至る 間の 者で、 それが 济むと 直ぐ 兵役に 就く •女は それが 十七 歲から 二十 八 嫌 迄 
の 未婚者と なって 居ります。 女は 强制 致しません けれども、 奉仕 一 |£生活を了へた者は嫁に 13 [' つても職篥に從 
事 させても、 まるで 他の ^ と 達 ふと 云 ふ 點から、1っの立派な資格にな0、非常に志願者が|<なったが爲 
めに、之を强制にすることに內定して居るのであります。 

この 制度は 如何なる 陪級の 父兄に も 非常に 歡迎 されて 居る のであります。 殊に 上府附 級の 人が 其んで 自分 
の可愛い息子をこの 5? 働奉仕生活に送ることを誇とするやぅになつて居ります。私がニ年前にキャンブを兑 
蜞 に 參 0 ました 勡搛 は、 私の 親友であります クルップの 社長 タル ッブ •フォン •ボー レンの 家へ 參り ました 
H 邦 和 逸に 使して 二三 



時 •丁度 自分 0 次男が キャンプ 生活を して® るから、 行って 見て やって 吳れ ぬかと 云 ふので、 ベルリンの 近 
郐ナ ゥェンに 在る キヤ ンブ に參 りまして 、非常に 感激した のであります が、 今度 又 タル ッブの 家へ ； nl り まし 
たと ころが 亞米利 加へ 留學 して 居る 苦の 三男が 共處に 居會 はした ので、 お前 どうして 獨 逸へ W って 居る のか 
と 5£ きますと、親父は何とも言はないが、母がお前は勞働奉仕をする歲にたったからー遍歸って米い*それ 
が ^ んだら 又留 ^ を續けろと言ふので歸つて、來て丁度了つたところだと云ふ事でありました。 外阑へ厅っ 
て居れぱ延ばすことも出來るのであります。然るに獨逸第一の金持と言はれ、產業界の大立漪であるクルッ 
プ家に 於て、 その お母さんが 斯様な 考 5: 持って 子弟の 敎育を 致して 居る のであります •以て 勞嫩 枣仕5の制 
度が 如何にょ く 行 はれて 居る かと 云 ふこと が 推察され るので あります • 

この勞働奉仕阒の手に依って四年間に開粟した耕地の面積がニ十五萬町步それから植林が十四萬町步等で 
ありまして、 是等に 依つ て國 としての 埘收 額が |年約五千萬マークに上つたと云ふことであります。近啪我 
國でも勞锄奉仕の聲が相當高くなりまして、文部省でもこの暑中休畋等に方々で實行する事になって居るさ 
うで 洵 に 結播で あります けれども、 私は 日本の 様に 短期間では 恐らく 効果が 少なく はない かと 思 ひます。 私 
は 海軍に 居りました 時瞇エ と |緖 に 修養 刚に 人つ て講涔 を 受けた こと もあります- 一週間ばかり離れ & へ行 
つて 共同生活を して 色々 精神 上の お 話を 羝 きます と、 全く 眼が 醒めた 様になります が、 ^ って 一月 もす ると 
経 o が戾 ってし まふょう な 氣が します。 五日 や 一週間 位、 而も氣 候の 良い 時を 選んで 勞慟 奉仕を する のでは 
効见が少ないかと思ひます。今日我國では夂期抗戰に對する國民精神總動員が叫ばれて居りますが、これを 
單 に戰爭 期間 中 だと 思 ふ 者が あれば 大なる 誤 〇 であ 〇 ます。 戰 後に 於て 一層 g 民 生活 上に 色々 の呢 迫が 加は 
るで あ 0ませうが、之を押切って行くには全國民の緊张|贳の精神ヵに依らなければならぬ。特に次代の '* 
任者である靑年がその氣にならなければならないのでありまするから、之が爲めには_靑エ適するょうな相 



常铋期5勞働本仕の生活が一赉定しぃ。附級的對立感念を打破し、生活上の闲苦に堪へる锷泔をっけ、協同 
の 觀 念を莽 ひつ、 阈家の 爲に努 働を 奉仕す る、 この制度を一日も早く «- 行することが阀策上必要であると思 
ふのであります-是が獨逸をして今日あらしめ、阈內統一を.水遠に期待せしめる大きた原動カであると云ふ 
ことを 中 上げたい 爲 に、： 薄* しく 申 h . げた 譯 であります。 

( II ) 蕈備 の充 實 

第二には 軍備の 充 ? f せる ことであります。 この内容についてはょく知りもしませんし、又中上げることも 
憚 o ますが、 この 軍備が 充寊 して 居った れば こそ、 あの 如く 手際ょ く埂太利の併合と云ふことが行はれたの 
で、 跆切の搾一っ外せば直ぐに數十萬 (/) 兵隊がなだれ込み « るやぅな狀態になって居った。是は全く背後の 
兵力が 被っ て 居った からであります。 

(三)尭全なる輕濟 * 理 

第三は婢勢の躍進せることであ0まして、 これに 就て は ヒット ラーの 演說を 引用して 数 屮を以て前に述べ 
た通リであります。殊に贸私3振興しっっある點であって、是が爲には輸出品用原料の輸人に制限を設けむ 
い。聞くところに依りますと、0:本には輪出品咐の职料を3;内圯に轉換して 11 利を占めょぅと云ふ奔もある 
と云ふことであります。なければ仕合せでありますが、左找な聲があがると云ふことは聊か贸=?衆界の恥¥ 
であると 私は 思 ふので あ 0ます。獨逸に於きましては是が出來ないやぅになつて坫ります。この！11的を以て 
出來て居るのが物資管押所の制度でありまして、全闽に品秫別にニ十八の物资管现所が出來て恥ります。化 
學 工業用 股 料で あると か* 鐵鋼で あると か 云 ふやぅ に 品 种 飪に符理所が出來て居りまして、拄で阈砟並に輸 
入原料の配給、生產、泊格，貯藏等の統制を行って尻るのであ0ます。私はその中の化吵エ茫5惊科の背|: 
所を視察致したのであ0ますが、洵にょく運用されて居ります。垛科を阀库品と檢入品とに分けまして、阑 
盟邦 铒逸に 使して ニ 五 



ニ 六 

必 原料の 割當 につき* しては 各耍求 各の— ヶ 21 ニヶ 月が 一期) の 益 — f し、 次期 SS ? を— して 
ヵ *;', |'| てろのであります。又輪入品に對しましては爲替赀坪局から各品稀飪に剂常てられた爲替如にょつてを 

1 SI ? して— f 響て る St 李。 私は— 趸斯 0 て も S み 
と 力 、 iw 滞め と*、 或は 外需を 内需に 轉 W する やぅな ことは ないか 惠 ねます と、 調^; •が 正崔 こ？ 的いて 吾 
るので、 決して wit — 中し ました。 又 S に？— &期 S ど SK と Mi すと ， f 
於 Ml ; 日 だと 答へ ました。 斯 伐に 裳 管理 所の 運用が：？ めて 紫に 迅速に 行 はれます の も、 その は 令，^ 
義の精神が產業界に馓 ^ して « ることに外ならないのであ0ます0 

(四) ヒ トラ— の 人格化 

第 叫は、 ヒッ トラ 丨は その 人格を 以て S を 完全に 把 振して 居る ことで あ" ます。 5 ス3 赛に反 q 
て；^—、 一度 ヒッ トラ— に會 へば 必ず そ の 人格に 打たれな いでは f れな いと 申します。 彼の 歲的 
粉 神 的 3 純潔 性に 嚣さ せられる のであります。 ヒッ トラ， は 叫 十八 歲の壯 年であります が、 で 飲まず、 
繁も 吸は ず、 1 人で あ 之 がら 肉 §斷ち、 獨身鑫 けて 居— す •社交界 5 只菩 として 絕 S 
避くべからざる 場合の 外 一切 顏を 出さない。 然れ ども 靑少 年の 指 f、 阈 民に 呼びかける？ とには どん トょ 
に 忙しい 時で も 街頭に 立つ を賊 はない。 S な 人格者であります から、 へ， 日 S のヒッ トラ 丨 に対する、 价 
も 神に 對 する 如く 21 す。 併し ヒッ トラ 1 は M 時まで 1 では あ 1 。 I 戈が 叫 f 
たるので 言ます が、 ヒッ トラ IQ 如き 人物は、 容易に 現 はれる ものではありません 。防て ヒッ トラ 丨のぼ 
思を 繼ぎ 、人格 美 S で M を f 者は 次代 s 靑年 2 ければ ならない I ります から •靑年 | 般に努 f 
仕 2 如き 11 しめ、 こ e_Q 上 5 られ た— として e 人格と f と y 於— 己 2 後 f ら 
んと して 居る のであります* 



九、 結 論 

私は 獨逸を JC って憒 太 利で ムソ リ丨- ー會 ひ、 又 英吉利、 亞米利 加を 通って ^ って 束た のであります。 

路 にも 色 ★のこと を 言 ふ 人が ありました。 F 1 獨の關 係は 長裱 きしない だら う、 と 云 ふやうな ことを ちよい ち 
よい 聞いた のであります が、 私は 日獨間 のこと に 就て は 決して さやうな ことは ない と 思 ふので あります。 ナ 
チの 41 - 大目標は世界を赤化から救ふことであって、 これが 爲には H 木と獨 逸は 益* 强く捤 乎しなければたら 
ないと信じて焐ります。敁近出ました英吉利の前航空大活8ドンデリーの著はしたアヮーセルヴス*ァンド 
•ジヤーマ,1|と云ふ本の中にも、ヒツトラーとの會 «. 記が載つて居りますが、赤化の恐るべきことをみ々 
として 說き 、英吉利は その 對 =:政策を變へなければ、結 ^ は禍が肉分の1:に振0掛るのである。假に^木が 
ソビ ヱツ トと戰 つた 場合に 日本が 萬 一 ft けたと したなら ば、 柬洋は 赤化され、 延いては 印度 も 亦 赤化され る 
ことになるで あらう、 と ?? 齿 して 居 0ます。扯近獨淡2接近に關する新聞記堪があ*ましたが、私は斷じて 
左ぼな事はないと信するのであります。 ソビエツトが聯盟の1 0 たる限〇、決して聯盟に復 ^ することはし 
ない と 云 ふことは、 ニ 片 二十 =:のヒツトラ|の演說の中にも明言して居ります。總ての « 楞が共ふ --1 : 衣の扠 
滅にあ0となって居0ますから、谣西亞が何かの劾機で赤から^へ變るやうなことがあれば兎も角、然らざ 
る 限り ^ 四 亞と手 5: 捉るが如きは絕對にあり料ないと確信するのであります。假令將來帅阳 |«1 と蛄付くこと 
はあつても、淇西亞と手を握ることは絕對にないと信じて居ります。 

我國 としまして は W より 東洋の 安定 勢力を 以て 仟 じて ^- るので あります けれども、 史に H 、 獨、 ()' ■• _ の 
樞軸に 依りまして 世界 •水 速の 平和 招 米に 努める ことが 一大 使命では ないかと 私は 思 ふので あります。 

设 時間に K って 御淸貶 を 感謝 致します。 

盥邦«逸に使して 二 七 
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